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             いちょうの木の伐採について 
 
 初夏の候，皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 
 さて，この度，連坊小路小学校のシンボルとして長年たくさんの方々に大切にされてきた
いちょうの木の片方(北側の木)を伐採しなければならないこととなりました。伐採に至った
経緯，理由は下記の通りです。非常に残念なことではありますがご理解いただきますようよ
ろしくお願い致します。 
 
１ いちょう伐採に至った経緯 
  防球ネット支柱倒壊による事故を受け，校内の安全点検を行った際，校庭にある２本の 

いちょうのうち斜めに傾き片方の木にワイヤーで支えられている木の状況が心配になり，
市教委に相談した結果，樹木医へ診断を依頼することとなった。 
【樹木医の診断結果】 

①北側のいちょうの木は主幹部位の腐朽（ふきゅう）が進んでいる。加えて土壌の固結 
 化も進んでおり，倒木の危険性がある。 
②北側のいちょうは南側のいちょうにワイヤーで支えられており，その食い込みの度

合いが心配で，このままだと南側のいちょうも倒木の可能性が高い。 
③このままの状態であれば直ぐに倒木する恐れはない。しかし，大型の台風による強風

が一番心配である。地震による倒木は考えにくい。 
④以上の理由により，伐採することが望ましい。 

  以上の診断結果を受けて，教育委員会と相談の上，倒木の危険性がある以上，子供たち
の安全を最優先に考えること。加えて本校のシンボルであるいちょうの木を１本でもい
いから後世に残したい。という２つの理由で伐採を決定した。 

 
２ いちょう伐採の日程 
   ６月１２日(土)午前より作業開始  雨天時１９日(土)に延期 
    ・６月３日(木)全校朝会にて全校児童にお知らせ 
    ・６月３日(木)までに，同窓会長さん始め地域関係者を訪問し，経緯を説明 
３ その他 
 ・地域の方々と相談の上，子供たち一人一人にいちょうの思い出が残せるよう葉をラミネ

ートし，しおりにして全校児童に配布する。 
・南側のいちょうの木のものとなるが，秋に種を採り，それを植えて命を繋ぐ活動を子供

たちと共に行う。     
             

裏面に本日臨時朝会で子供たちにお話ししたものを掲載しました 

どうぞご覧ください 



６月臨時朝会  いちょうの木について 

 

 今日は，残念なお話をしなければなりません。 

 それは，校庭にあるいちょうの木を切らなければならなくなったというお知らせです。 

 

 ５月に，ある小学校で校庭にある柱が倒れて６年生の子供が亡くなるというとても残念な事故

がありました。その後，各学校では校庭や校舎内に危ないものはないかを何度も点検しました。

校庭のいちょうの木は２本ありますが，北側，プール側のいちょうの木の様子がおかしいと思い，

樹木医という木のお医者さんに診てもらうことになりました。診てもらった結果，プール側にあ

る校庭のいちょうの木は幹の部分が腐れていて，倒れる心配があるということでした。ただ，大

きな台風が来て強い風が吹かない限りは，すぐに倒れてしまうという心配は無いと言うことでし

た。と言いますのも，実は，北側のいちょうの木は，元気で丈夫な南側のいちょうの木にワイヤ

ーで支えられているのです。だから倒れることもありませんでした。でも木のお医者さんはこん

なことも心配だと言いました。その支えているワイヤーが南側の元気ないちょうに大きく食い込

んでいて，このままだと南側の元気ないちょうの木もだめになって倒れてしまう危険があるとい

うことでした。 

 

 校長先生は，この学校のシンボルのいちょうの木をこれからもこの学校に残したいと強く思い

ました。２本ともだめにしてしまうのはとても悲しいと思いました。校庭の真ん中に大きな木の

ある学校はなかなかありません。１本でもいいから元気なまま残したいと本気で考えました。 

 ２本のいちょうは仲良く寄り添って，片方が片方を支えながら今まで，この学校に通うたくさ

んの子供たちを，そして地域の方々を見守ってきてくれました。大切な学校のシンボルだと言う

こともよくわかっています。たくさんの方々が２本のいちょうがこれからも元気に育ち，子供た

ちを見守ってほしいと思っていることもよくわかっています。でも，今お話ししたとおり，倒れ

る心配があるということなので，みなさんの命を守ることが一番大切なことだと思っています。

そして隣の元気な木までだめになってしまうことを考えると，できるだけ早く木を切らなければ

ならないと決心しました。どうぞ大切な木を切る理由をわかってください。 

 

 木は，６月１２日土曜日に切ることになります。それまで北側のいちょうの木をどうぞいっぱ

い眺めてください。この学校に２本の大きないちょうの木があったことを忘れないようにするた

めに，この後，たかし先生からみなさんに提案があります。よく聞いてください。 

 お家の方々には，今日プリントを渡してお知らせします。忘れずにお家で渡してください。 


